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(i) 

右図のように座標を設定する。水面の高さが h cm )100( ≦≦h のとき、 

容器内の水の体積は 
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t 秒後の水面の高さは、 vth 10 で与えられるので、代入すると 
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t 秒間にくみ出す水の量は、最初に入っていた量から減った量であるから 
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(ii) 

(i)の結果を t で微分したものが、 t 秒後のくみ出す速さに等しいから 

 )100( 23tvv   (cm3/秒) ……(答) 
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